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小学校時代の動物飼育の経験が 動物飼育や動物に対する考え方にどういった影響をおよぼすかにつ
いて 地域 愛媛 京都および奈良 の中学生 保護者および教員を対象に調査を行った 調査方法はアン
ケ ト方式とし 二択式 はい いいえ 複数選択方式および自由記述式の設問を用意した 得られた回答
については各 の解答方式に合わせて統計学的な解析を施した 解析の結果 動物に対する関心度に男女差
地域差がみとめられることや 保護者 教員と生徒で関心度が異なることなどが明らかになった これらの
結果から 本調査方法の中から動物への関心度を測ることができるアンケ ト調査部分の抽出が可能であ
り また同時に性別や地域色に合わせた学校飼育動物の提案などが将来的に可能になると考えられ さらに
世代 立場を越えての効果を発揮する学校における動物飼育のあり方についての議論に一石を投じる可能性
が示された

学校飼育動物 数量化理論 性差 地域差 動物観

版用紙 枚を使用した 中学生に実施したため 難し
い単語にはふりがなを施し はい いいえ の二択方式

日本の学校には 学校飼育動物 という概念がある 主 複数選択方式および自由記述式の設問を準備した また
に小学校以下の学校において小鳥 ハムスタ など 比較 一般的な情報として 性別 年齢 住所 市町村まで 自
的小型の動物を飼育し 触れ合うことで子供の情操教育に 然環境 自然が多い 普通 少ない ほとんどない につ
役立てるというものである 歴史を紐解けば 学校飼育動 いての記述欄を設けた アンケ トにおける設問は 問
物の本格的な始まりは戦後まもなくのようであるが 動物 用意した 質問の内容は主に 自宅での動物飼育に関する
飼育を学校で行う目的の変遷は若干認められるにしろ 動 設問 学校での動物飼育に関する設問 動物に抱く感情に
物によってもたらされるプラスの効果にばかり目を奪わ 関する設問 動物に対する意識に関する設問を用意し 適
れ 動物の学校での飼育に失敗する例も少なくない 適切 宜回答方式を設定した 内容をまとめたものを表 に記
な管理法などの知識の欠如や教員の協力体制 長期休暇を す
含む休日の動物管理の問題等 原因は様 のようである
が その中でも特に動物に対する福祉的配慮に関しては
注目が集まり始めたのはごく最近であるのが現状である アンケ トの設問 および は複数選択方式であ
ではその動物福祉観に強く影響すると考えられる 学校で り 多変量解析を適用するため 回答を デ タに変換
の動物飼育経験は はたして子供たちの動物に対する考え し 数量化理論に基づき数量化 類解析を施した 数量化
方に対してどのように影響しているのだろうか そこで本 類解析において 有効抽出軸数は累積寄与率 を満
研究では 中学生とその保護者および教員を対象に 動物 たす数とし 有効な軸を相関係数 以上を示す軸とし
福祉に関するアンケ トを行い その内容のうち 小学校 た また 解析と同時に回答者のサンプルスコアを各軸に
での飼育経験の有無と 飼育時の感情に関する設問の回答 ついて算出した サンプルスコアについては 回答者の一
に統計学的手法を施し 動物飼育経験により生じる動物に 般的な情報として得た性別 年齢 地域 立場 保護者
対する意識を抽出することを目的として調査を行った 教員および生徒 と アンケ トより得た回答者の家庭で

の飼育経験の有無 動物に対する意識としてまとめられる
設問 および を属性として 分散分析法にて解析を
行った また 多重検定による第一種の過誤を防ぐために

愛媛県 奈良県 京都府の 地域の中学生 保護者およ ボンフェロ ニの補正を行った 統計解析にはエクセル統
び教員に対してアンケ ト調査を行った アンケ トには 計 株式会社 社会情報サ ビス 東京 を用いた

増田宏司 土田あさみ

要約

キ ワ ド

統計解析

対象者およびアンケ トのデザイン

緒 言

材 料 と 方 法

学校飼育動物の飼育経験が動物に対する
考え方に与える影響
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増田 土田

アンケ ト質問内容 概要 アンケ ト実施対象者

アンケ ト解析結果 数量化 類アンケ ト実施の結果 地域 京都 愛媛 奈良 以下
番号で記す 順不同 より合計 名の回答を得た この
うち 名 には小学校での動物飼育経験があった
また 地域 および の中学校については生徒 保護者お
よび教員の回答が 地域 の中学校については生徒のみの
回答を得た アンケ ト回答を集計した結果 特に飼育経
験の有無については地域 において 地域 におい
て 地域 において が飼育経験を有し 有意
な地域差 を示した 男女
別 地域別 生徒 保護者 教員別人数を表 に記す

てもそれぞれのカテゴリ数量表から弁別内容を判定するこ
とができると考えられた カテゴリ数量表を表 に記す

多変量解析を見据えて設定した設問 いずれも
複数選択方式 の回答にそれぞれ数量化 類解析 林の数
量化理論 を施した結果 設問 のみが解析に耐えうる においてアンケ ト回答から得られた各有効軸につ
数値 相関係数および累積寄与率 を示した 設問 は いて 同時に回答者のサンプルスコアを算出した このサ
小学校での動物飼育経験を有する中学生 保護者 教員に ンプルスコアについて解析を行ったところ 補正後有意水
対して行った設問であり 学校での動物飼育経験時に抱い 準 を満たす関連が 第 軸と性別 地域 立場
た感情に当てはまるもの全てを選択肢の中から選択する形 保護者 教員および生徒 との間に認められた すなわち
式を取った 多変量解析の結果を表 に記す また クロ 性別においては 女性がより動物に関心があること 地域
ス集計に基づく各カテゴリの数量表より 抽出された有効 によって動物に関する関心度に違いがあること 教員 保
軸の弁別内容が明らかにされた 例えば 第 軸は つま 護者が生徒に比べてより動物に関心がある傾向が認められ
らなかった 面倒だった 動物がきら た 図 また 学校飼育動物の飼育経験が自分にとって
いになった の 項目と 動物についてもっと知 プラスになったかどうか また動物の催しに参加したいか
りたい 動物に触りたい 飼育の どうか などの質問項目と第 軸サンプルスコアとの間に
方法をもっと知りたい の 項目がそれぞれ正 有意な関連が認められた 結果を表 に記す
負に突出していた このことから第 軸は 動物に対する
興味を弁別する軸であり サンプルスコアが負に傾くと動
物への関心 興味があると判定でき 正に傾くと 動物に 本調査により 動物への関心度を測ることができるアン
対して無関心 あるいは嫌悪感を抱いていると判定するこ ケ ト調査内容の確立 性別や地域色に合わせた学校飼育
とができると考えられた 同様にして 第 軸以降につい 動物 また 世代 立場を越えての効果を発揮する学校動

表 表

表
アンケ ト実施結果

多変量解析

サンプルスコアと属性

結 果

考 察
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学校飼育動物の飼育経験が動物に対する考え方に与える影響

カテゴリ数量表

動物への関心度に影響した項目

サンプルスコアと属性の関連検定結果

物飼育のあり方についての提案を可能にする結果が得られ 系列に影響を受ける 受けない成分を明らかにすることを
たと考えられる これらについて順を追って考察する 目標として母集団および調査内容を決定した その一方

で 中学時代は思春期にあたり 身体的には大人と同じく
らい大きく成長するが 心理的には統合された安定感には

本研究で設定した複数選択方式の設問は 問であり そ 至っておらず 成長と成熟のアンバランスと そこから生
のうち設問 のみが多変量解析に耐えうる数値を示し じる不安定さを特徴する とされている ように 不安定
た 今回設定した基準は 相関係数が 以上を示し 累積 な回答に結びつく可能性も否定できないため 今後は動物
寄与率が 以上を示す軸であり 前者を満たすものは 飼育経験後 比較的時間が経過しておらず 思春期にも到
軸 後者を満たすものは 軸存在した 数量化 類におい 達していない小学校高学年の児童に対しても調査を行うこ
ては相関係数の条件を満たすことが有効な軸を抽出する際 とが必要であると考えられた
に重要になることから 本研究で抽出された有効軸数は また 本研究では西日本の比較的農村部に近い地方の中
軸と判定した また 数量化理論を適用できなかった設 学校を対象として調査を行った いずれも自然が多い地域
問に関して共通して認められる点は 選択肢が多すぎたこ の学校であり 動物に触れ合う機会は都市部に比べて多い
と 判別の困難な類似のキ ワ ドが複数組存在し 有効 と予測されたが 今後は例数の増加 スコアの平均化を見
軸の抽出に影響したことが考えられたため 今後これらの 据え 都市部へ調査区域を拡大する必要があると考えられ
設問に関しては選択肢のスリム化を計る必要があると考え た
られた
本研究では主に中学生を対象として調査を行った これ
は 学校飼育動物の効果が長期的に持続し 根強く残って 男女差 本研究によって 性別は動物への関心度に有意
いる感情がシンプルな形で抽出できる あるいは動物飼育 に関連することが明らかとなった 具体的には 女性が男
の経験が 長期記憶として被験者の こころ の中に根付 性に比べて動物に対して関心があり 一方男性は無関心あ
いており 飼育動物に対する考え方が変遷している様子を るいは嫌悪感を抱いていることが判明した ある調査によ
明らかにできると仮説立てたためである そのため 本研 ると 理科の学習態度に関しては 理科を学ぶことが好き
究では学校教員 保護者に対しても調査を行うことで 時 な生徒の割合は中学校 年次から 年次にかけて減少する

表

図

表

アンケ トデザインおよび母集団

動物への関心度に影響した項目
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増田 土田

菅 民郎 多変量解析の実践 下 現代数学社
森本栄一 戦後日本の統計学の発達 行動計量学

伊藤美奈子 思春期 青年期 臨床心理学 朝倉書
店
福富 護 ジェンダ 心理学 朝倉書店
全国学校飼育動物研究会 学校 園での動物飼育の
成果 緑書房
南 徹弘 発達心理学 朝倉書店
無藤 隆 森 敏昭 遠藤由美 玉瀬耕治 心理学
有斐閣
永江誠司 脳と発達の心理学 ブレ ン出版
熊坂隆行 升 秀夫 動物介在看護 ファ ムプレ
ス
小学校学習指導要領

が 女子のほうが嫌いになる割合が高い ことが明らかに 熊坂ら は 学校飼育動物への期待感は高まっているが
なっている またこの調査により同時に 女子は自身の将 これらの動物が子どもたちの心を救うことは稀で 心が痛
来と理科学習を結びつけて考えにくいなど 理科を学ぶこ めつけられ 心が孤独になった子どもたちを救うのは 親
とに積極的な意味を見い出しづらい状況におかれているこ 教師 地域の大人たちであるべきであり 飼育動物は子ど
とも指摘し 理科 科学の学習に関してジェンダ 視点か もたちの心のケアを少しだけ手伝っているにすぎない
らの課題と可能性を見い出している これらを鑑みると と とかく 飼育動物全能主義 と捉えられがちな学校飼
本調査における母集団内の女性は 理科 科学教育の一環 育動物観に対しての警告を発している 小学校学習指導要
として学校飼育動物を捉えてはおらず その範疇とは異な 領 年生の理科目標に 生物を愛護する態度を育て
るところで学校飼育動物に接していたと推測された る とあるが 子育ての放棄や少年犯罪がクロ ズアッ
地域差 日本ではおよそ 割の小学校で動物が飼育され プされる現代であるからこそ それぞれの立場で貢献でき
ているという ほぼ全ての小学校で動物が飼育されてい ることを模索し続ける姿勢を保ちつつ 学校飼育動物につ
るといった背景のもと 現代日本において 住居の集合住 いては生物への暖かいまなざしを養う対象であるべきであ
宅化や 転勤などの個人的理由などにより 地域に根付い ろう
た独特の動物に対する考え方は薄まってきており 地域に
より差は見られないと予測していたが 実際に本調査では
地域による差が認められた これはそれぞれの中学校管轄 学校飼育動物を通して 我 ヒトは地球上の動植物と同
内の小学校における飼育動物への取り組み方の違いによる じ高さにある生物であることを学ぶことができる しか
可能性もあり 将来的には学校連携をうかがい知る材料に し 子どもの情操教育を学校飼育動物へ丸投げすることに
もなると考えられるため 今後調査地域を拡大する必要が は無理がある 大人たちには自分たちを自制し 社会貢献
あろう に努力するなどの前向きな姿勢が期待される また本調査
立場で差 教員 保護者の動物に関わることへの期待に により明らかになった結果や 今後の学校飼育動物のあり
対して 生徒 子ども の動物に対する関心は低いといっ 方については 学校のみならず地域を含めて検討されるべ
た印象が結果から読み取ることができた この 温度差 きで 本研究の結果はその議論の中で生かされるものと考
を説明する一助として 思いやり行動と呼ばれる概念があ えられた
る 思いやり行動とは ほかの人にプラスの結果をもたら
すような行動全般 を指し さらに思いやり行動を示す親 本研究は 東京農業大学プロジェクト研究 動植物
の行動の特徴として 誘導的しつけを用いる傾向がある の生産と新たな役割 日本型の動物福祉に関する考え方の
子どもが思いやり行動にたずさわる機会を提供する 思い 分析 研究代表者 安藤元一 研究期間 月
やり行動に価値をおく 思いやり行動のモデル お手本 月 の一環として行った また アンケ トの実施にご
になる 他者の視点をとる 共感性や同情心を奨励する 協力をいただいた 愛媛県 奈良県および京都府の中学校
などが挙げられている 一方 子の特徴として 男子と女 に謝意を表したい
子とで異なったタイプの思いやり行動を好み 女子は他者
を身体的 心理的に慰めることを 男子は道具的な援助を
与えることを得意としている とあり 先の男女差にも関
係していると考えられた

全国には学校飼育動物に関する団体や組織が数多く存在
し 盛んに啓発活動を行っている 学校における精神衛生
の問題について大事なことは 行動を生物学的 社会学
的 環境的影響の相互作用の中で生じるものと捉えるこ
と であり 動物飼育を必ずしも理科教育や生活科の一
環としてのみ捉えるべきではないとされている 専門家の
立場から考えると なにかのついで で出来てしまうほど
動物飼育は簡単ではないということで 飼育動物を含め
子どもに対して豊かな環境を用意し それを与えるだけで
は駄目で 子どもが自分から進んで積極的にそれらに関わ
ろうとしなければ 子どもがそこから学べることは極めて
限定されるということであると考えられている また
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woman’s sense of animals. We constructed questionnaires directed toward junior high school students,

: The objective of this research is to investigate how school-owned animals a ect man’s or

their parents, and teachers in Japan. The responses were statistically analyzed based on multivariate

analysis (Hayashi’s Quantification Methods type III). The analysis extracted six available axes, in

particular, the axis (illustrating discrimination ; ‘curious toward animal-less interest to animal’) sig-

nificantly related to gender, region and position (student, parent or teacher) on one-way ANOVA (p

. ). In conclusion, there’s a possibility that we could propose the management and choice of

species of school animals or companion animals in the near future.
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